
三好ジオパーク構想の大地と 

生き物と歴史文化の成り立ち 

 
　多様な地質からなる三好の大地には、約3億年前から現在までの地球
活動の記録が残っています。約3億年前の浅い海底で息づいていた生物
の痕跡をはじめ、2～1億年前に海底に堆積した堆積物や火山噴出物が地
下十数kmに運ばれ生まれ変わったもの、そして約7500万年前の海盆の
堆積物や、そこに息づいていた生物たちの痕跡などがあります。それら
は、約300万年前から始まった北西方向へのフィリピン海プレート*1の
沈み込みに伴い隆起した四国山地や“大地の切れ目”中央構造線の活動に
伴い隆起した讃岐山脈の構成物として存在しています。さらに、讃岐山
脈の隆起に伴い吉野川の流路は変更し、吉野川流域の平野部形成などに
も大きな影響を与えました。このような特徴的な三好の大地の上では、
地質地形的特徴を活用した暮らしが営まれています。 
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　この特徴的な三好の大地の成り立ちを、三好ジオパーク構想では以下
6つのSCENEに分け、これら各々のシーンが感じられる箇所を「サイ
ト」として紹介します。 

SCENEⅠ：四国山地（北側）の素ができる時代（海底に噴火し、たま
り、プレート運動で地下へ運ばれ、圧力を受ける時代） 

SCENEⅡ：四国山地ができる時代（山地の隆起） 

SCENEⅢ：讃岐山脈の素ができる時代 

SCENEⅣ：讃岐山脈が盛り上がり始める時代 

SCENEⅤ：吉野川沿いに平野が作られる時代 

SCENEⅥ：大地と共存しながら生きぬく時代（現代） 

　SCENEⅠからⅤまでは全て「ジオサイト」として紹介しています。ジ
オサイト は、三好市の大地の成り立ちを感じられる特徴ある地質・地形
がある箇所です。 
　SCENE Ⅵは「エコサイト」と「カルチュラルサイト」として紹介し
ています。エコサイトは、三好市の大地と関わりのある生物や生態系が
観られる箇所のことで、カルチュラルサイトは、三好市の大地と関わり
のある歴史文化を感じられる箇所のことです（参考資料1の「三好ジオ
パーク構想の各サイト一覧」を参照）。 
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SCENE Ⅰ: 四国山地（北側）の素ができる時代
 

　三好の北域をほぼ東西に貫く”大地の切れ目”こと中央構造線。これよ
り南側の大地では、約3億年前から7000万年前までの段階的な海底の様
子が岩石中に保持されています。これらの岩石は、海洋プレートの運動
により大陸プレート境界まで運ばれ、大陸プレートの下に沈み込み、地
下十数kmで圧力を受けました。それらの過程を3つの地質帯の岩石から
伺うことができます。 
　三好の南東部には、西日本で第2の高峰、剣山があります。この付近
は秩父帯*2と呼ばれる地質帯から成り、約3億年前（古生代前期ペルム紀
*3）の礁(しょう)の痕跡である石灰岩、約2億4千万年前の放散虫(ほう
さんちゅう)*4・コノドント*5などを含んだチャート*6、2億年前～1億
6000万億年前の放散虫を含んだ泥岩などから構成されています。剣山
山頂にある大劔（おおつるぎ）神社付近には、石灰岩露頭が現れていま
す。 
　秩父帯（秩父北帯）の北側には、三波川帯(さんばがわたい)*7と呼ば
れる地質帯が分布しています。この地を構成している岩石はもともと、
海底に噴出した溶岩や火山灰、大陸で削られ海底に運搬された礫・砂・
泥*8の堆積物です。海底に堆積・噴出した年代は、1億3000万年前以前
のものと9000～7000万年前のものとがあります。その後、これらの岩
石はプレートの運動によってアジア大陸の東縁まで運ばれ、大陸プレー
トの下に沈み込み、地下十数kmで圧力を受けて、結晶片岩*9という岩石
に生まれ変わりました。結晶片岩には、祖谷渓や大歩危で見られる含礫
片岩(がんれきへんがん)や砂質片岩、チャートが結晶片岩となった紅
(こう)レン石片岩(せきへんがん)、泥岩が結晶片岩となった泥質片岩、
そして”阿波の青石”として親しみのある緑色片岩などがあります。 
　三波川帯の南縁付近には、御荷鉾帯(みかぶたい)*10と呼ばれる狭小の
地質帯があります。この地で観られる緑色岩類(りょくしょくがんるい)
は、約1億5000万年前に地球深部から海底へ噴出した溶岩の塊で、海台
を作り出していました。この溶岩から成る海台も、海洋プレートの沈み
込み運動によって地下に運ばれ、圧力を受け、緑色岩という岩石に生ま
れ変わりました。 
　このように、約3億年前から7000万年前までの断片的な時代の海底下
の様子、そしてプレート運動によってこれらの岩石が地下で圧力を受
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け、結晶片岩として生まれ変わった姿などを様々なジオサイトを通して
観ることができます。 
 

SCENE Ⅱ: 四国山地ができる時代
 

　SCENEⅡは、地下で圧力を受けて生まれ変わった岩石たちが、地下
から地表に隆起し、四国山地をつくり出す時代です。 
　約6000万年前に中央構造線に沿って地下十数kmから上昇してきた三
波川帯の結晶片岩類は、5000万年前までには地表に現れました。ま
た、1400万年前ごろに引き起こされた四国地下での火成活動に伴い、
四国の最高峰である石鎚山付近でコールドロン（カルデラの一種）が形
成しました。これらの活動によって、四国の内陸部に、ある程度の高さ
の山地が形成されたと考えられています。 

　現在のような高さの四国山地に至るには、もう一つダイナミックな大
地のイベントが寄与しています。それは約300万年前に起こった、
「フィリピン海プレートの沈み込み方向の変化」です。約300万年前に
北方向へ沈み込んでいたフィリピン海プレートが、日本列島の東西方向
の圧縮の影響を受け、北西方向へ沈み込むようになりました。この影響
を受けて四国山地はさらに隆起し、かつ侵食作用を受けて、現在の急峻
な地形が作り出されました。 
　これらの隆起の記録は、大歩危小歩危の背斜構造(はいしゃこうぞ
う)*11、獅子岩、ポットホール*12などで観察することができます。また
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急激な隆起により、四国山地内、とりわけ結晶片岩類からなる大地で
は、地すべりをはじめとする斜面崩壊が発達し、これらは現在の傾斜地
集落が築かれる緩斜面の礎となりました。 

SCENE Ⅲ: 讃岐山脈の素ができる時代
 

　現在中央構造線の北側の讃岐山脈は、主に砂岩と泥岩が積み重なって
できた地層から成り、その分布は東西方向に広がっています。 
　中央構造線の運動方向は、その時々のプレート運動*13に影響を受けて
変化してきました。今の讃岐山脈のあるエリアは、約7500万年前には
中央構造線の左横ずれ運動によって海盆が形成され、陸から侵食・運搬
されてきた砂や泥がこの海底に堆積していました。そしてこの海には、
海洋生物やその這い跡などの生活の痕跡も数多く残されました。 
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　この海底の痕跡は、池田ダムの砂岩と泥岩の地層や下野呂内河床にあ
る生痕化石(せいこんかせき)*14など、多くの箇所で観察することができ
ます。 

SCENE Ⅳ: 讃岐山脈が盛り上がり始めた時代
 

　現在の中央構造線の活動方向は、右横ずれ運動（数m）と北に大地が
隆起する（数十cm）運動（逆断層運動）が合わさったものです。これ
は約300万年前から開始した、フィリピン海プレートのユーラシアプ
レート*15下への北西方向の沈み込みと、日本列島の東西圧縮が要因で
す。この活動が、現在の三好の北域にある讃岐山脈やその周辺の地形に
大きな影響を与えました。 
　約300万年前から活発になった現在の中央構造線の断層運動により、
その北側に位置していた砂岩と泥岩の積み重なった地層から成る大地が
隆起し始め、徐々に讃岐山脈を作り上げていきました。讃岐山脈が盛り
上がりつつあった約120万年前までは、吉野川は大歩危からそのまま北
流し、現在の香川県三豊市を通り、瀬戸内に流れ込んでいました。 
　讃岐山脈の隆起の要因となった中央構造線の中で、三好市内で現在見
られる活断層*16系は池田断層や箸蔵断層や三野断層などがあります。ま
た、それらに付随する断層（三野町の芝生衝上断層(しぼうしょうじょ
うだんそう)*17）も観られます。 
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SCENE Ⅴ: 吉野川沿いに平野が作られる時代
 

　約120万年前、讃岐山脈が当時の吉野川の北流を防ぐほど高く隆起し
たため、吉野川は池田町付近で東流し始め、それより下流側に平野が形
成しはじめました。また讃岐山脈の急激な隆起は、讃岐山脈の南麓の地
すべりを発達させる要因にもなりました。 
　讃岐山脈の隆起は、吉野川北岸の平野形成に拍車をかけました。讃岐
山脈の隆起に伴って平地に土砂が供給されることで扇状地が発達し、水
はけの良い地が吉野川北岸平野部に広がりました。 
　讃岐山脈の隆起にともない形成された地すべり地形は、池田町馬場・
西山地区、シンヤマ地区などで観察できます。そして、扇状地地形は三
野町の平野部（芝生・勢力・清水地区など）で、吉野川の東流に伴い形
成された河成段丘は、池田町、三野町、井川町辻などで観ることができ
ます。 

SCENE Ⅵ: 大地と共存しながら生きぬく時代
 

　上記のような過程で形成した三好の大地の上では、特有の地質・地形
と共存しながら生きぬいてきた生態系や人々の歴史文化が育まれてきま
した。 
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特有の生物や生態系の一例として、渓流沿い植物があり、増水を頻繁に
繰り返す吉野川の渓流沿いに細葉化や小型化して蔓延り、厳しい渓流地
で生育してきました。また、西日本第二の高峰である剣山山頂付近の脊
梁部は、標高が高く亜寒帯の気候を示すため、それに応じた植生が見ら
れます。さらに、風を避けるために背丈の低い樹木や草原も広がってい
ます。 
　特徴ある大地の上で築かれてきた歴史文化にも特徴があります。例え
ば、急峻な四国山地の斜面で多発した地すべりは緩斜面を生み出し、こ
の地特有の集落（傾斜地集落）の土台となりました。傾斜地集落では、
家屋の建築様式や口承伝承や農法など、急峻な土地で暮らしていくため
の多様な知恵と工夫が育まれました。また、吉野川の平野が築かれ始め
るのも、この三好ジオパーク構想の歴史文化で大事なポイントです。平
地の中でも池田町や井川町辻地区では刻みたばこ産業の一大集積地とし
て繁栄し、吉野川の水運文化を活用した暮らしが営まれました。 
　このように、特有の大地の上で培われた特有の生態系・生物はエコサ
イトとして、特有の大地の上で築かれた歴史文化はカルチュラルサイト
で各々観ることができます。 
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